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研究成果の概要（和文）：国内の特定地域に集中して現存する長七たたき (人造石工法)、からみ煉瓦(鋳造鉱滓
煉瓦)及び鉱滓煉瓦(水硬鉱滓煉瓦)の各資材は、鉄筋コンクリート材普及に至る過渡的組積材技術であるが、こ
れらを産業考古学分野の研究者で分担し、各素材が経年し獲得した価値を認識した上でその成分的な特徴を分析
し、これら素材が地域活性化に貢献しうるだけの評価を得ていることについて確認した。助成期間中の半分程度
が感染症予防に掛かる規制があり、満足な調査には至らなかったが、鉱滓煉瓦の素材を活かした教育向けワーク
ショップの開催や各専門誌への掲載、また研究機関への文献調査を行うことで、今後の研究課題についても認識
した。

研究成果の概要（英文）：The materials that are concentrated in certain areas of Japan, such as 
Choshichi-tataki (artificial masonry), Karami bricks (cast slag bricks), and slag bricks (hydraulic 
slag bricks), represent a transitional assembling technology that led to the spread of reinforced 
concrete materials. These materials were studied by researchers in the field of industrial 
archaeology. As a result, we recognized that each material has acquired value over time, analyzed 
the compositional characteristics of each material, and confirmed that these materials are valued 
enough to contribute to regional revitalization. About half of the grant period was not spent on a 
satisfactory survey due to regulations associated with the prevention of COVID-19 infection. 
However, by holding educational workshops utilizing the slag brick material, publishing in various 
professional journals, and conducting a literature review of research institutions, we recognized 
future research issues.

研究分野： 産業考古学

キーワード： 人造石工法　長七たたき　成分分析　鉱滓煉瓦　からみ煉瓦

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果については、鉱滓煉瓦の関連資料発掘、また人造石工法の成分分析に掛かる試料収集について一定の
成果を得た。両者についてはこれまで硬化作用が近いものとして一定の認識を得ていたが、本研究の試料解析に
よって数値的にも近いことを確認した。鉱滓煉瓦が石灰分をより多く占めていることに対して、人造石工法にお
いてはシリカ成分が多く、アルミナ成分はともに10～15％程度であり、この成分上の違いから同じ硬化作用を持
つものでも色味や経年変化などに影響があるのではないかとの推論が生まれた。今後はこの疑問についてさらな
る解析を加えていきたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 
 
日本各地には、その地域で採れる固有の素材を用いた建築・土木構造物が建てられ、年月を経

ることによって地域固有の景観を形成している。これら各種素材の一部は、研究代表者及び分担

者が長年のフィールドワークに基づいて、それぞれの特性についてある程度の研究を行ってい

るが、これまでの歴史研究では、事実を明らかにすることと対象物の保全や活用に関する行為と

が、必ずしも連動していなかった。それゆえに、適切な情報が適切な部局担当に行き渡らず、結

果として解体の憂き目にあった遺産は少なくない。 

 本研究では、これら本研究ではとりわけ近代の産業技術の発展に伴って出来た素材について

注目し、これらを「地域固有素材」と定義づけ、とりわけ「鉱滓煉瓦」及び「人造石工法（長七

たたき）」に関する研究を行った。 
 

２．研究の目的 
 
本研究ではとりわけ近代の産業技術の発展に伴って出来た素材について注目し、ことフィー

ルド担当（自治体学芸員など）との連携が比較的容易な学際分野である産業考古学の視点を活用

し、建築学・工学と文化財分野との協働・連携作業による地域固有素材の価値向上をはかり、数

値的な類似点や相違点などについて確認した。 
 

３．研究の方法 
 
鉱滓煉瓦に関しては、これまでの研究によって官営八幡製鐵所による生産を主力としながら

も、全国各地に技術移転がなされていることが明らかになっている。この官営八幡製鐵所におけ

る鉱滓煉瓦の生産開始時期に関する検討を行い、東京大学工学・情報理工学図書館が所蔵する学

生実習報告書からこのプロセスについて明らかにしようと試みた。 

人造石工法に関しては、サンプルを採取し解析を行うことによってその成分から硬化作用に

ついて、その特性を早くすることを目標とし、新潟県佐渡市における研究代表者及び分担者によ

る実地による合同調査を行い、ここでサンプルを採取及び分析を行うことで、その成分的特徴、

主に他の素材との類似性について把握を試みた。 

 

４．研究成果 
 

鉱滓煉瓦研究については、東京大学工学・情報理

工学図書館への学生実習報告書調査の結果、従来年

史などに記載されていた 1907 年における生産開始

以前から実験的な製造を行いながらも、失敗を重ね、

一時的に技術導入を諦めつつあった状況について把

握し、また戦後における鉱滓煉瓦の生産状況につい

て太平工業の有価証券報告書からその生産規模につ

いて確認することが出来、また戦後に作られた建造

物（図 1）数点について確認することが出来たが、

鉱滓煉瓦のドイツからの技術導入にいたる具体的 図 1 旧太平工業支店の鉱滓煉瓦 



なプロセスについては、依然未解明の部分とし

て遺された。 

からみ煉瓦に関する研究については、これま

でからみ煉瓦の製造実績のある地域を中心に公

文書関連施設への資料収集を進め、研究期間中

は新潟県立文書館、宮崎県文書センター及び東

京大学工学・情報理工学図書館への調査を行っ

た。このうち東京大学工学・情報理工学図書館

では大正期に採掘が行われた持倉鉱山の実習報

告書を閲覧し、これは一定の成果となったが、

本研究全体の成果としてあげられるようなからみ煉瓦の製造に関する記述を見つけることが出

来なかった。ただし、本研究期間中にからみ煉瓦構造物を要する新潟県阿賀町・持倉鉱山遺跡（図

2）における産業遺産学会推薦産業遺産の認定に向け研究代表者が全面的に関与したほか、この

遺跡の特徴に関する文章を 2024 年 7 月に掲載予定である。 

 

 

 人造石工法に関しては、合同調査の結果、佐渡における人造石工法の成分は愛知などとは異な

る特性（図 2）を持つことが明らかになり、また鉱滓煉瓦との類似点についても確認が出来た。

石灰（CaO）分とシリカ（珪酸・SiO2）、及びアルミナ（礬土・Al2O3）がこれら工法における主成

分であり、硬化作用に大きな影響を及ぼす素材であることを改めて確認した。 

 

 
図 3．SO-6：大間港北側旧護岸壁面の粉末Ｘ線回折結果 

 

Q; quartz（SiO2，石英）、C; calcite（CaCO3，方解石）、A; albite（NaAlSi3O8，曹長石）、 H; hematite（Fe2O3，
赤鉄鉱），K; kaolinite（Al2Si2O5(OH)4，カオリナイト（粘土鉱物）） 

図 2 持倉鉱山遺跡・旧事務所 
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